
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

三重県  

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

県立明野高等学校 

取 組 の 名 称 市内中学校への食育授業の実施 

 

実 施 時 期 １１月 ７、１４日（月） 伊勢市立小俣中学校 ２年生 １７２名（６クラス） 

１１月   ２９日（火） 伊勢市立城田中学校 １年生  ４８名（２クラス） 

取 組 内 容 本校の畜産専攻生５名が伊勢市立小俣中学校と城田中学校で出前授業を行いま

した。両校合わせて約２２０名の中学生が話を聞いてくれました。 

ブタに関するクイズから始まり、伊勢あかりのぽーくの特徴である「エコフィー

ド」について説明をした後、飼育管理の様子や子豚の誕生から出荷にいたるまで

をまとめた動画を見てもらいました。この取組は授業の方法や教材の作成まです

べて生徒が行います。「いのちの大切さを伝える」をテーマに授業を展開し、最

後は自分たちが愛情を込めて育てた「伊勢あかりのぽーく」をおいしく食べてほ

しい！というメッセージで締めくくりました。→２枚目へ続く 



 

当日は新型コロナ感染症予防対策を十分に行った上で授業を行いました。小俣

中学校は１７２名の２年生の生徒を対象に２日間に分けて実施しました。中学生

たちは初めて学ぶ養豚と生産者の苦労とやりがいに興味津々でした。また、生徒

同士の意見交換が活発に行われ、授業後の感想シートには生産者と食材へ感謝し

たいといった感想がありました。明野高校生がいま伝えたいことを凝縮した５０

分間の授業は中学生にとって深い学びにつながったと思います。 

 


